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世界自然遺産
　　登録 20 周年

第2回 屋久島町芸能祭



2◆町報やくしま　2013.7.10

第2回 屋久島町芸能祭

　６月23日（日）宮之浦の離島開発総合セ
ンターで開催された第２回芸能祭では、舞
踊・歌謡・バンド演奏と、大人から子ども
まで多彩な舞台芸能が、約３００人の来場
者を魅了し、大きな拍手を受けていました。

〜商工観光課だより〜〜商工観光課だより〜

8月4日（日）青森ねぶた運行!!8月4日（日）青森ねぶた運行!!
　今年のご神山祭り２日目（8/4）には、世界自然遺
産登録 20周年を記念して、友好盟約を結んでいる青森市から８年ぶり３回目となる『ねぶた』
がやってきます。
　当日、青森市より総勢５０人が参加し、笛や太鼓のお囃子に合わせ、跳ね人がかけ声を響か
せながら、ご神山祭り会場（火之上山埠頭）周辺を練り歩きます。
※運行時間は、午後７時３０分から午後９時までとなり、この時間は、ご神山祭り会場へ行く
　道路で、一部通行規制を行いますので、ご理解とご協力をお願いします。
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平
成
25
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、

26
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
保
護

司
と
し
て
そ
の
業
務
に
精
励
さ
れ

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
椨
川

の
鞆
初
男
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

鞆
さ
ん
は
昭
和
35
年
、
旧
上
屋

久
町
役
場
に
入
庁
。
住
民
課
、
税

務
課
、
教
育
委
員
会
総
務
課
、
商

工
観
光
課
な
ど
を
歴
任
。
平
成
11

年
に
役
場
を
退
職
後
、
屋
久
島
広

域
連
合
の
監
査
委
員
や
、
町
の
人

権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
、
平
成

12
年
か
ら
４
年
間
、
旧
上
屋
久
町

助
役
（
現
副
町
長
）
の
要
職
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
19

年
か
ら
は
、
椨
川
集
落
の
区
長
と

し
て
も
、
集
落
自
治
活
動
の
充
実

に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
司
と
し
て
は
、
町
住
民
福

祉
課
長
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
26

年
間
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、
助
言

や
相
談
に
の
る
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
叙
勲
受
章
に
は
驚
き
を
隠
せ

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
更
生
保
護

の
精
神
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
永
田
の
柴
鐵
生
さ
ん
に
旭
日

　

平
成
25
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
長
き
に
わ
た
り
消
防
の
使
命

双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

柴
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
、
旧
上

屋
久
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
、
延
べ
29
年
あ
ま
り
の
長
き
に

わ
た
り
町
議
会
活
動
に
ま
い
進
さ

れ
、
活
動
の
発
端
と
も
な
っ
た
屋

久
杉
原
生
林
保
護
活
動
や
、
島
内

初
の
総
合
病
院
で
あ
る
屋
久
島
徳

洲
会
病
院
の
建
設
な
ど
に
積
極
的

に
携
わ
り
、
平
成
５
年
に
は
旧
屋

久
町
と
共
同
で
「
屋
久
島
憲
章
」

達
成
に
精
励
さ
れ
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
宮
之
浦
の
中
島
俊
男

さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

  

中
島
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
の
入

団
か
ら
36
年
間
、
旧
上
屋
久
町
消

防
団
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
町
副

団
長
・
消
防
団
長
を
歴
任
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
、
在
任
中
、
山
岳

の
制
定
に
も
尽
力
さ
れ
、
平
成
７

年
か
ら
は
議
会
議
長
を
務
め
ら

れ
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し

た
識
見
と
積
極
的
な
行
動
で
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
、
屋
久
島
観
光

協
会
会
長
と
し
て
、
屋
久
島
の
観

光
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

  

柴
さ
ん
は
「
町
の
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
森
林
保
全
や
徳
洲
会
建

設
な
ど
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
、
周

り
の
協
力
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

あ
っ
て
こ
そ
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

遭
難
救
助
隊
の
結
成
や
、
消
防

ラ
ッ
パ
隊
の
創
設
に
力
を
注
ぎ
、

当
時
の
旧
屋
久
町
消
防
団
に
ラ
ッ

パ
隊
の
指
導
を
仰
ぐ
な
ど
町
を
超

え
た
交
流
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り

ま
し
た
。
ま
た
副
団
長
時
代
に
は
、

宮
之
浦
消
防
操
法
場
の
整
備
に
尽

力
さ
れ
、
人
材
育
成
や
消
防
操
法

技
術
の
向
上
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
島
さ
ん
は｢

当
時
い
っ
し
ょ

に
活
動
し
て
く
れ
た
仲
間
、
上
屋

久
町
消
防
団
の
皆
で
頂
い
た
章
だ

と
思
っ
て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
褒
章
　
藍
綬
褒
章

　
　
椨
川
の
鞆
初
男
さ
ん（
74
）

永
田
の
柴
鐵
生
さ
ん（
70
）に

　
　
　
　
　
　
　
旭
日
双
光
章

宮
之
浦
の
中
島
俊
男
さ
ん（
72
）に
　

	

　
　
　
　
　				

瑞
宝
単
光
章
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５
月
31
日
（
金
）
に
町
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
で
「
新
規
就
農
者
励

　

６
月
２
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
「
２
０
１
３
世
界
環
境
デ
ー
in

い
な
か
浜
”屋
久
島
・
ウ
ミ
ガ
メ

ま
し
の
会
（
地
区
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
（
荒
木
耕
治
会
長
）

主
催
）」
が
開
催
さ
れ
、
認
定
農

業
者
や
関
係
機
関
を
含
む
約
60
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
新
規
就
農
者
は
、
湯

泊
の
果
樹
経
営
、
笹
原
工
さ
ん

（
28
）、
麦
生
の
果
樹
経
営
、
日
高

和
博
さ
ん
（
42
）、
栗
生
の
工
芸

作
物
経
営
、
池
田
耕
さ
ん
（
42
）、

口
永
良
部
島
の
畜
産
経
営
、
山
地

竜
馬
さ
ん
（
33
）
の
４
名
。

　

笹
原
さ
ん
は｢

集
落
の
一
員
と

し
て
、
父
の
残
し
た
畑
を
だ
め
に

の
浜
を
守
れ
“〜
24
時
間
テ
レ
ビ
・

地
球
環
境
保
護
支
援
鹿
児
島
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
に
島
内
外
か
ら

１
４
０
人
が
参
加
。
小
雨
が
降
る

中
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵

で
き
る
よ
う
、
ご
み
拾
い
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
長
さ
約
１
㎞

の
砂
浜
を
１
時
間
か
け
て
歩
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
、
浮
き
な
ど
漂
着
ご
み
約
１
・

５
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
作
業
の
様
子
は
、
８

月
24
日
（
土
）
25
日(

日)

放
送

予
定
の
24
時
間
テ
レ
ビ
の
中
で
も

紹
介
さ
れ
ま
す
。

し
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す｣

と

決
意
を
述
べ
ら
れ
、
日
高
さ
ん
は

｢

皆
さ
ん
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
農

家
を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す｣

と
、

抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
農
業
者
か
ら
「
積

極
的
に
研
修
会
等
に
参
加
し
、
人

と
出
会
う
こ
と
。
様
々
な
情
報
を

収
集
し
、
農
業
へ
活
か
す
こ
と
。

ま
た
自
分
の
目
標
を
持
つ
こ
と
が

大
切
。
よ
り
高
い
目
標
を
も
っ
て｣

と
、
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
に
は
、
荒
木
会
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
（
日
）
宮
之
浦
の
ク

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、

　

６
月
29
日
（
日
）
吉
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
25

年
度
、
町
内
26
集
落
の
先
陣
を

切
っ
て
、
第
39
回
吉
田
区
民
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
「
吉
田
の
元
気
を

見
せ
て
、
ま
た
何
よ
り
（
集
落
が
）

一
つ
の
家
族
と
し
て
一
日
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
挨
拶

し
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中
か
ら
、
ま
だ

使
用
可
能
な
も
の
を
再
生
し
、
商

品
と
し
て
販
売
す
る
「
リ
サ
イ
ク

ル
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
環
境
政
策
課
の
主
催
で
「
ご

み
処
理
施
設
の
現
状
も
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
同
施
設
で
は
、
２
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
２
０
０
人
の
来
場
者
た
ち

は
、
施
設
内
に
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
た
10
円
か
ら
千
円
の
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
品
定
め
し
た
後
、
人
気
商

品
は
抽
選
や
じ
ゃ
ん
け
ん
で
購
入

者
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
た
め
屋

内
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
区
民

や
他
の
集
落
へ
の
移
住
者
・
縁
者

な
ど
多
く
の
参
加
者
が
、
笑
顔
で

競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ウミガメを守ろう

永田いなか浜140人が清掃

町内26集落の先陣を切って

吉田区民大運動会開催

新規就農者励ましの会

リサイクル品　ずらり

10円から
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しましょう 
〜いつでも　どこでも　だれとでも　気持ちのよいあいさつをしましょう〜

屋久島町「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会

　屋久島町は「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しています。あいさつは心と心のかけ橋です。
いつでも、どこでも、誰とでもあいさつができることで町民の融和・連帯が一層高まり、住みよい地域づく
りが図られます。
　そこで本町では、まず町民の意識高揚を図るため、町内小・中学校や各種団体・町民から、自他を問わな
い推薦を受け付け、さわやかあいさつ日本一運動実践の優良団体・職場表彰を行います。是非、団体や職場
の推薦をお願いします。
１　表彰対象者
　　・町内の小・中学校、高校の児童会や生徒会　　　　・各種学校・団体・職場職員
２　推薦書の提出先及び提出期限
　　推薦書は、各役場支所・出張所に置いてあります。また、社会教育課窓口にもあります。
　　提出先 : 屋久島町教育委員会社会教育課（各支所でも可）
　　提出期限 : 平成 25 年 9 月 13 日（金）
３　審査
　　審査は年２回「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会で行う。
４　表彰
　　表彰については、２月に実施する町生涯学習大会で表彰式を実施し、町報「やくしま」に掲載する。
　　事務局 :「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会（町教育委員会社会教育課内）
　　☎４３−５９００（内線１６７）

さわやかあいさつ日本一運動実践の
優良団体・職場表彰の推薦を受け付けます！

人権同和問題啓発強調月間　8月 1日〜 31日

　夏休み期間中、児童・生徒とその保護者、家庭教育学級生な
どを対象とした文化財巡りと資料館体験活動を行います。
◎　文化財探訪（定員 : いずれも先着 25名まで）
　①　南部地区の天然記念物巡り
　　　（栗生～安房の町指定天然記念物（植物）を予定）
　　　７月 31 日（水）12:30 ～ 17:00（安房支所集合・解散）
　②　中世山城跡巡り
　　　（宮之浦城ヶ平城跡・楠川城跡・安房城跡を予定）
　　　８月 22 日（木）12:30 ～ 16:20（安房支所集合・解散）
　　※　山城跡巡りは、長袖、長ズボン、長靴を着用してくだ
　　　さい。　　
◎　～資料館で遊ぼう～歴史民俗資料館体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　（児童 ･生徒対象：定員あり）
　　館内で、ミニチュア土器づくり、火おこし体験、民話を活
　用した「かき絵」などの活動をします。
　７月 24 日（水）　と　８月 18 日（日）の両日　　
　　９:00 ～午前の部　　　
　　13:00 ～午後の部
　　※　送迎・昼食は各自・各家庭でお願いします。
◎　準備の都合が有りますので、いずれも事前に電話にて社会
　教育課へお申し込みください。

【申し込み・問い合わせ先】
　教育委員会社会教育課　☎４３－５９００（内線 160）

文化財探訪 ･ 歴史民俗資料館体験活動
参加者募集のお知らせ

文化財探訪 ･ 歴史民俗資料館体験活動
参加者募集のお知らせ

　県内一斉に行われる「青少年ふるさと美化活動」にあわせ、
町民が郷土の清掃活動に一斉に参加する「町内一斉美化活動」
を次のとおり実施します。
　町民の皆さんのご参加、ご協力をお願いします。
　　日　　時：　平成 25 年７月 28 日（日）午前６時頃～
　※　清掃作業の日程・内容は、各地区により異なります。

町内一斉美化活動

と　き　平成25年 8月 11日（日）
　　　　午前9時 00分〜
ところ　宮之浦川特設会場

期日　平成25年 8月 14日（水）
　　　　午前8時 15分〜受付（神山小　集合）
会場　原　げじべえの里 /原公民館

第 6回ドラゴンボート大会

第3回屋久島親子スケッチ大会

※詳細は、折込みチラシを
　ご覧ください。

原区げじべえの里開設10周年記念

〜げじべえとげじべえの森を描こう!!〜

※雨天時は神山小体育館
　事前の申込みが必要です。詳しくは、折込みチラシをご
覧ください。

　

人
権
尊
重
の
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
る
地
域
住
民
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た

め
に
開
催
し
ま
す
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
は
「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
期
日
】
八
月
二
〇
日
（
火
）（
受
付
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜

【
場
所
】
屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）
二
階
ホ
ー
ル

【
講
師
】
鎌
田　

豊
作　

先
生

　
　
　
　

演
題　
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」

 

問　

屋
久
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　

 

☎
四
三
―
五
九
〇
〇
（
内
線
一
六
七
）

屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会

各10名程度　申込み先着順｝
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５
月
22
日
（
水
）
に
陸
上
競
技
、
各
競
技
大

会
は
、
台
風
接
近
の
た
め
日
程
を
変
更
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
大
会
に
す
出
場
す
る
選
手

の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。（
関
係
分
の
み
掲
載
）

【
陸
上
競
技
】
５
月
22
日

（
中
種
子
町
立
陸
上
競
技
場
）

▽
一
年
男
子
一
〇
〇
ｍ

二
位　

龍　

ミ
ラ
イ
（
岳
南
）
12
秒
９

三
位　

鹿
島　

依
蕗
（
岳
南
）
13
秒
５

▽
二
年
男
子
一
〇
〇
ｍ

一
位　

山
﨑　
　

中
（
岳
南
）
12
秒
２

二
位　

川
口　

琢
斗
（
中
央
）
12
秒
６

▽
二
年
男
子
一
五
〇
〇
ｍ

一
位　

佐
野
裕
二
郎
（
中
央
）
４
分
35
秒
３

二
位　

矢
野　

陽
介
（
中
央
）
４
分
35
秒
３

三
位　

宮
田　

裕
大
（
安
房
）
４
分
55
秒
３

▽
低
学
年
男
子
一
〇
〇
ｍ
Ｈ

一
位　

松
田　

純
平
（
中
央
）
16
秒
８

二
位　

岩
垂　

風
月
（
岳
南
）
18
秒
４

▽
共
通
男
子
二
〇
〇
ｍ

三
位　

川
口　

琢
斗
（
中
央
）
25
秒
３

▽
共
通
男
子
四
〇
〇
ｍ

一
位　

松
田　

純
平
（
中
央
）
55
秒
０

二
位　

川
口　

大
善
（
中
央
）
57
秒
７

▽
共
通
男
子
八
〇
〇
ｍ

二
位　

川
口　

大
悟
（
中
央
）
２
分
10
秒
５

三
位　

矢
野　

陽
介
（
中
央
）
２
分
11
秒
１

▽
共
通
男
子
三
〇
〇
〇
ｍ

一
位　

佐
野
裕
二
郎
（
中
央
）
９
分
59
秒
７

▽
共
通
男
子
走
高
跳

一
位　

相
良　

康
太
（
岳
南
）
１
ｍ
45
㎝

▽
共
通
男
子
走
幅
跳

一
位　

山
﨑　
　

中
（
岳
南
）
５
ｍ
31
㎝

▽
共
通
砲
丸
投

一
位　

藤
山　

賢
至
（
安
房
）
８
ｍ
70
㎝

▽
共
通
三
段
跳

一
位　

藤
山　

賢
至
（
安
房
）
10
ｍ
77
㎝

▽
低
学
年
四
〇
〇
ｍ
Ｒ

一
位　

岳
南
中
学
校　

51
秒
０

▽
共
通
四
〇
〇
ｍ
Ｒ

三
位　

中
央
中
学
校　

48
秒
７

▽
一
年
女
子
八
〇
〇
ｍ

二
位　

坂
野　

凜
華
（
中
央
）
２
分
35
秒
７

▽
二
年
女
子
一
〇
〇
ｍ

二
位　

佐
藤　

吾
子
（
中
央
）
14
秒
０

▽
二
年
女
子
八
〇
〇
ｍ

一
位　

前
田　

海
音
（
岳
南
）
２
分
24
秒
７

▽
三
年
女
子
一
〇
〇
ｍ

三
位　

渡
邉
由
莉
加
（
中
央
）
14
秒
０

▽
共
通
女
子
一
五
〇
〇
ｍ

一
位　

前
田　

海
音
（
岳
南
）
５
分
２
秒
７

▽
共
通
女
子
走
高
跳

一
位　

松
田　

愛
美
（
中
央
）
１
ｍ
41
㎝

▽
共
通
女
子
走
幅
跳

二
位　

松
田　

愛
美
（
中
央
）
４
ｍ
28
㎝

三
位　

渡
邉
由
莉
加
（
中
央
）
４
ｍ
27
㎝

▽
共
通
女
子
砲
丸
投
げ

一
位　

黒
飛
芙
久
子
（
岳
南
）
10
ｍ
12
㎝

二
位　

泊　
　
　

樹
（
安
房
）
９
ｍ
７
㎝

三
位　

西
橋　

夢
乃
（
岳
南
）
８
ｍ
70
㎝

▽
共
通
女
子
四
〇
〇
ｍ
Ｒ

三
位　

中
央
中
学
校　

56
秒
３

【
サ
ッ
カ
ー
】
６
月
13
、
14
日

（
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
）

準
優
勝　

中
央
中
学
校
（
県
大
会
出
場
）

【
軟
式
野
球
】
６
月
13
、
14
日

（
宮
之
浦
野
球
場
）

準
優
勝　

岳
南
中
学
校

第
３
位　

中
央
中
学
校

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
６
月
11
、
14
日

（
宮
之
浦
体
育
館
）

優　

勝　

岳
南
中
学
校
（
県
大
会
出
場
）

第
４
位　

安
房
中
学
校

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
６
月
11
、
14
日

（
中
種
子
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

第
３
位　

男
子
団
体
（
中
央
中
学
校
）

第
２
位　

女
子
団
体
（
中
央
中
学
校
）

男
子
個
人

第
３
位　

川
口
・
渡
辺
（
中
央
）

第
４
位　

加
藤
・
日
高
（
中
央
）

熊
毛
地
区
中
学
校

　
　
　
体
育
連
盟
総
合
大
会

  

教
育
委
員
会
で
は
、
６
月
25
日

（
火
）
に
尾
之
間
で
、
27
日
（
木
）

に
宮
之
浦
で
「
子
ど
も
劇
場
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
京
の
「
劇
団
・
風

の
子
」
に
よ
る
『
風
の
子
バ
ザ
ー

ル
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
昼
夜
２
回
公

演
し
ま
し
た
。

　

二
会
場
と
も
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
参
加
が
あ

り
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
コ
ミ

カ
ル
で
心
温
ま
る
演
劇
に
笑
っ
た

り
、
手
を
た
た
い
た
り
し
な
が
ら

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
劇
場

〜
世
界
各
国
の
お
話
〜

 

　
　
子
供
た
ち
を
魅
了
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問　健康増進課　☎ 43-5900（内線 342・343）
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屋久島ＣＯ２フリーの島づくりパネル展示
　　 及び電気自動車試乗会のお知らせ

１　第１回パネル展示及び試乗会
 (1) 日　時：平成25年7月12(金)～14日（日）　
 12日(金)13:00～17:00，13日(土)9:00～17:00，14日(日)9:00～12:00
(2) 場　所：屋久島環境文化村センター
(3) 試乗車：三菱アイ・ミーブ，三菱ミニキャブ・ミーブ
　　　　　三菱ミニキャブ・ミーブトラック
２　第２回パネル展示及び試乗会
(1) 日　時：平成25年7月19(金)～20日（土）

19日(金)9:30～17:00,20日(土)9:30～16:00
(2) 場　所：宮之浦火ノ上山埠頭（宮之浦新港）
(3) 試乗車：日産リーフ
　　　 問 県屋久島事務所総務企画課　　☎ 46-2211

屋久島CO2 フリーの島づくりサポーター
を募集しています！

　屋久島において、ＣＯ２の発生が抑制された先進的な地域をつく
るためには、行政だけでなく、地域の方々やボランティア団体、関
係機関の方々の協力が不可欠です。
　地域づくりの応援団として「屋久島ＣＯ２フリーの島づくりサポ
ーター」に登録してくださいませんか。
　先進的な地域づくりに向けた気運の盛り上げに少しでもつながれ
ば、という趣旨からのお願いです。

【登録対象】
　 「屋久島ＣＯ２フリーの島づくり」の趣旨に賛同し、下記項目のいずれか
を取り組むことを宣言する個人や法人等

〈取組項目〉
　①　ＣＯ２フリーの島づくりに向けた自らの取組
　・マイバッグ、マイ箸、マイボトル運動の推進　　
　・エコドライブの推進
　・地産地消の推進　　　など
　②　ＣＯ２フリーの島づくりに関する県内外への情報発信
　③　ＣＯ２フリーの島づくりに関する行政等の取組への参加・協力

【登録方法】
　ホームページから登録申請書をダウンロードして、必要事項を記入し、郵送・FAX 等で提出する。
　※　インターネットをご利用でない方は、下記までお問い合わせください。
　※　登録申請書は、簡単にご記入いただける内容です。

〈「屋久島CO2フリーの島づくりサポーター」ホームページ〉
　県 HP トップ＞くらし・環境＞環境保全・自然保護＞総合政策＞屋久島 CO2 フリーの島づくり＞
　屋久島 CO2 フリーの島づくりサポーターを募集しています
〈問い合わせ・提出先〉
　〒 890-8577　鹿児島市鴨池新町１０番１号　
　屋久島低炭素社会地域づくり協議会（事務局：県環境林務部地球温暖化対策課）
　☎ 099-286-2586 　FAX：099-286-5539

※「屋久島CO2フリーの島づくり」の趣旨については、ホームページをご覧ください。
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平成24年度離島漁業再生支援交付金事業の実施状況について
　離島の漁業は、輸送や生産資材の取得など販売・生産面で不利な条件にあります。
　また、近年においては、漁業者の減少や高齢化といった問題も抱えています。
　離島漁業再生支援交付金事業とは、このような状況にある離島の漁業を活性化させようとする事業です。
　この事業を通じて、漁場の生産力の向上や創意工夫を活かした新たな取組みを推進することで、就漁意欲
や漁業所得の向上を図ることはもとより、良好な海域環境の保全や国境監視といった多目的機能の維持増進
を図ることも目的としています。

　交付対象となるのは、町と集落協定を締結
した漁業集落であり、１世帯当たり年間
１３万６千円が漁業集落の取組費用として交
付されます。
　表は、平成２４年度に本事業を実施した集
落ごとの状況であり、特に新たな加工品の試
作品製作や、漁業被害を及ぼすサメの食害対
策を実施いたしました。
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　金岳小・中学校の全校児童・生徒２２人が、みずほ教育福祉財団の主催す
る第 32回へき地教育研究助成事業で、宮浦小学校・中央中学校と交流学習
を行う機会に恵まれました。
　子どもたちは、６月１８日（火）に口永良部島を発ち、その日の午後から
授業などに参加しました。大勢の友達に囲まれながら社会や理科、音楽、体
育などの教科学習、生徒会活動など楽しむことができました。活動後の子ど

もたちは、何度も「また来たい」を繰り返すほど交流に目を輝かせ、有意義な体験となりました。
　翌日は、小学生と中学生それぞれ、志戸子ガジュマル園、屋久島うみがめ館の見学と白谷雲水峡散策に分
かれ、一日遠足を楽しみました。台風４号が接近する中での交流学習でしたが、
両日とも汗ばむほどの陽気に恵まれ、子どもたちは、屋久島での体験を満喫
していました。
　宮浦小学校、中央中学校、民宿、そして、町のバス送迎などいろいろお世
話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。

宮浦小・中央中学校と 全校交流学習
金岳小・中学校

　

６
月
５
日
（
水
）、
町
長
や
各

課
長
な
ど
６
人
が
口
永
良
部
島
を

訪
れ
、
島
の
活
性
化
等
に
関
連
し

現
地
視
察
と
、
島
民
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
一
周
道
路
周

辺
の
松
枯
れ
箇
所
や
各
温
泉
施
設

な
ど
を
訪
れ
、
本
村
の
保
健
福
祉

館
で
開
催
さ
れ
た
座
談
会
で
は
、

町
か
ら
平
成
25
年
度
の
特
定
離
島

ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
の
説

明
な
ど
を
行
い
、
住
民
か
ら
は
温

泉
施
設
な
ど
の
問
題
点
や
倒
木
の

危
険
性
の
あ
る
枯
れ
松
の
除
去
な

ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

口
永
良
部
島
で

活
性
化
座
談
会
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問　健康増進課（尾之間支所）☎ 43-5900（内 341・347）
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　　　　　　　新　役　職　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　旧　役　職　　　　　　　　　　　勤務地
税務課課長補佐兼国民健康保険税係長  山　口　健　蔵　　福祉事務所次長兼生活保護係長　　　　　尾  
企画調整課課長補佐兼企画調整係長  矢　野　和　好 　企画調整課課長補佐兼企画調整係長兼統計係長 本
福祉事務所次長兼生活保護係 　　　　　　　　日　髙　孝　之 　税務課課長補佐兼国民健康保険税係長 安  
健康増進課国民健康保険係長   泊　　　竜　二 　議会事務局・監査委員事務局　　 尾
会計課会計係長     上　山　理　留 　健康増進課国民健康保険係長  尾
企画調整課統計係長兼企画調整係   日　髙　康　介 　会計課会計係長   本
介護衛生課衛生係長兼施設係長 　　　　　　　　日　高　順　二 　税務課固定資産税係長   尾
税務課固定資産税係長    古　市　誠一郎 　介護衛生課衛生係長兼施設係長  尾
福祉事務所生活保護係長    泊　　　征一郎 　福祉事務所生活保護係主査  安
総務課総務係主査   　　　　泉　　　隆　一 　介護衛生課介護保険係主査  本
議会事務局・監査委員事務局へ出向  田　口　　　剛 　総務課財政係主査   尾
税務課徴収対策係主査    寺　田　　　健　　健康増進課国民健康保険係主査  尾
総務課財政係主査    坂　本　隼　一 　税務課徴収対策係主査   本
介護衛生課介護保険係主査   髙　田　博　美 　税務課住民税係主査   尾
健康増進課国民健康保険係主査   小　田　茂　己 　企画調整課統計係主査兼企画調整係 尾 
税務課住民税係主任  　　　　　　　　松　本　実　樹 　総務課総務係主任   尾 

勤務地表記　本：本庁　宮：宮之浦支所　安：安房支所　尾：尾之間支所　

屋久島町人事異動 平成２５年7月１日発令
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．摘　果
  果実肥大が急激に進み、果実が目立つようになってきます。
なりすぎの樹は、先月にひきつづき摘果が必要です。病害
虫被害果、奇形果、小玉果を中心に、８０～１００枚に１
果を目安に行ってください。
　ただし、樹勢の強い樹では、天なり果を摘果すると夏芽
の発生により、著しく樹相を乱すので、着果させておきま
しょう。
２．乾燥防止対策（肥大促進）
　果実肥大を順調に進めるためには、土壌水分が必要です。
敷き草等により乾燥防止につとめるとともに、晴天が続く
場合はかん水を行いましょう。
３．病害虫対策
　１）カイガラムシ
　　　　アプロード水和剤の１０００倍液もしくはスプラ
　　　サイド乳剤の１５００倍液を散布すると効果的です。
　　　散布後は、ハダニの発生に注意してください。
　２）かいよう病
　　　　台風前は、コサイド３０００の２０００倍液＋ク
　　　レフノンの２００倍液を、台風後は、カスミンボル
　　　ドーの１０００倍液＋クレフノンの２００倍液を散
　　　布すると効果的です。
４．台風対策
　１）幼木や若木への支柱による補強や防風ネット等の点
　　　検を事前に実施しておきましょう。かいよう病の発
　　　生も、十分注意しましょう。
　２）潮風害が予想される場合は、台風通過後に早急に散

　　　水しましょう。
　３）倒伏した樹は直ちに起こし、株元に土を入れるなど
　　　して、再び倒伏しないようにしましょう。
　４）枝折れや枝裂けは切除し、傷口にバッチレートかトッ
　　　プジン M ペーストを塗りましょう。
※エムダイファ−水和剤の登録変更について
　１０月以降、ぽんかん・たんかんにおける使用時期が ｢
収穫６０日前まで ｣ から ｢ 収穫９０日前まで ｣ に変更され
ます。ぽんかんでは、８月までの使用とし、９月には使用
しないようにしてください。

『ビワ』
１．土壌管理
　８月上・中旬に、堆肥や苦土石灰を施した後、深耕を行
うなどして、土壌改良を行いましょう。
２．整枝・せん定
　８月下旬から９月上旬にかけて、混んでいる枝等の間引
きや副梢の整理を行いましょう。作業終了後は、がんしゅ
病予防のためにカスミンボルドー１０００倍液を散布する
と効果的です。
３．台風対策
　台風に備えて、防風垣や防風ネット等の点検・補修を行
いましょう。がんしゅ病の発生が心配される園では、台風
の後に、カスミンボルドー１０００倍液を散布すると効果
的です。
４．病害虫対策
　ナシマルカイガラムシの発生が見られる園では、トモノー
ル S の１００倍液を散布すると効果的です。

農林水産課だより （8月の農作業メモ）



■
試
験
職
種
（
予
定
人
員
）

　

一
般
事
務
職
（
若
干
名
）

　

船
舶
職
員
（
１
名
）

　

畜
産
技
師
（
１
名
）

　

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員（
１
名
）

　

消
防
職
（
１
名
）

■
試
験
日

　

９
月
22
日
（
日
）

■
申
込
先

　

屋
久
島
町
総
務
課

　

〒
８
９
１
︱
４
２
０
７

　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町

　

小
瀬
田
４
６
９
︱
４
５

■
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
屋

久
島
町
役
場
総
務
課
に
持
参
、
又

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

７
月
12
日
（
金
）

　
　
　

〜
８
月
16
日
（
金
）

■
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
16
日

（
金
）
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
庁
・
支
所
・
出

張
所
に
備
え
付
け
の
「
屋
久
島
町

職
員
採
用
試
験
実
施
要
領
」
を
ご

覧
に
な
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
（
内
線
１
０
４
）

　

財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
及
び

各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
住
宅

○
安
房
集
落
（
２
戸
）

野
首
団
地
２
︱
２
号
・
２
︱
６
号

　

間
取
り
：
３
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建
て)

　

場　

所
：
安
房
郵
便
局
隣

　

家　

賃
：
月
額
１
０
，
０
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

○
尾
之
間
集
落
（
１
戸
）

尾
之
間
団
地
Ｏ
︱
２
︱
１
０
２
号

　

 
 

　
（
世
帯
用
）

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
１
階)

　

場　

所
：
県
道
を
日
高
石
油
よ

　

り
栗
生
方
面
へ
約
50
ｍ
。
町
営

　

住
宅
２
棟
う
ち
栗
生
側

　

家　

賃
：
月
額
１
６
，
６
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　

と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
、

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
こ
と
。（
尾
之
間
団
地
の
み
）

③
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得 

︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}
÷
12

④
町
税
等
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
水
） 

〜
18
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

　

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満

　

た
す
方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

　

の
空
き
家
待
ち(

上
半
期
分)

の

　

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別
途

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

　

 

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５)
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平
成
25
年
度
屋
久
島
町

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

　
町
営
住
宅

　
　
入
居
者
募
集



　

財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
及
び

各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
住
宅

○
安
房
集
落
（
２
戸
）

野
首
団
地
２
︱
２
号
・
２
︱
６
号

　

間
取
り
：
３
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建
て)

　

場　

所
：
安
房
郵
便
局
隣

　

家　

賃
：
月
額
１
０，
０
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

○
尾
之
間
集
落
（
１
戸
）

尾
之
間
団
地
Ｏ
︱
２
︱
１
０
２
号

　

 
 

　
（
世
帯
用
）

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
１
階)

　

場　

所
：
県
道
を
日
高
石
油
よ

　

り
栗
生
方
面
へ
約
50
ｍ
。
町
営

　

住
宅
２
棟
う
ち
栗
生
側

　

家　

賃
：
月
額
１
６，
６
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　

と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
、

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
こ
と
。（
尾
之
間
団
地
の
み
）

③
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得 

︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}
÷
12

④
町
税
等
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
水
） 

〜
18
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

　

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満

　

た
す
方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

　

の
空
き
家
待
ち(

上
半
期
分)

の

　

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別
途

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

　

 

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５)

　

町
で
は
、今
年
４
月
か
ら
家
事
・

育
児
等
が
困
難
な
妊
産
婦
を
対
象

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
支

援
す
る
制
度
「
産
前
・
産
後
ヘ
ル

パ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

事
業
内
容
の
詳
細
等
に
つ
き
ま

し
て
は
役
場
福
祉
事
務
所
（
☎

４
６
︱
２
２
３
５
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

町
民
及
び
町
指
定
ご
み
袋
取
扱

い
店
か
ら
「
生
ご
み
専
用
袋
が
パ

リ
パ
リ
に
な
っ
て
裂
け
る
」
と
の

声
が
数
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
ご
み
専
用
袋
は
、
循
環
型
社

会
の
構
築
の
一
環
と
し
て
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
し
よ
う
と
導
入
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
が
「
生
分
解
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
直
射
日
光
、
高
温

多
湿
に
は
弱
い
素
材
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
直
射
日
光
、
高
温
多
湿
を
避
け
、

　

室
内
で
の
保
管
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

・
長
期
保
存
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
政
策
課  

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
５
）

　

45
歳
未
満
で
、
農
業
を
始
め
て

５
年
以
内
の
方
や
、
新
た
に
農
業

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
を

対
象
に『
青
年
就
農
給
付
金
事
業
』

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

・
７
月
29
日
（
月
）

  

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

  

町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

     　
（
ぽ
ん
た
ん
館
奥
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
詳

し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
農

林
水
産
課 

技
術
経
営
指
導
係
（
内

線
３
０
５
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
」

が
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
販
売
期
間

　

７
月
10
日(

水)

〜

　
　
　
　

８
月
２
日(

金)

■
抽
選
日

　

８
月
13
日(

火)

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　

３
億
円
×
26
本

　

前
後
賞
各　

１
億
円
×
52
本

　

２
等　

５
０
０
万
円
×
52
本

■
２
０
０
０
万
サ
マ
ー

　

１
等　

２
０
０
０
万
円

 
 

×
４
５
０
本
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産
前
・
産
後
支
援

ヘ
ル
パ
ー
事
業

生
ご
み
専
用
袋
の

保
管
に
つ
い
て

青
年
就
農
給
付
金

事
業
説
明
会
に
つ
い
て

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
発
売

民生委員・児童委員を知っていますか
民生委員、児童委員とは・・・
　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地
方公務員で、児童福祉法に定める児童委員も兼ねています。給与の支給はなく
ボランティアとして活動しています。
　自らも地域住民の一員として、担当する区域において高齢者や障害のある方
の安否確認や見守り、子どもたちへの声かけなどを行っています。
　介護の悩み、子育ての不安、経済的困窮による生活上の心配事など、様々な
相談に応じており、必要な支援が受けられるよう、関係機関との重要な「つな
ぎ役」となっています。
　民生委員には、個人の人格を尊重し、秘密を守ることが、法律で義務付けら
れています。相談の際、秘密は守られますので、お気軽に相談してください。
　また、地域福祉部会、児童福祉部会、障害者福祉部会、母子・寡婦・父子福
祉部会と４つの専門部会があり、それぞれの部会単位で施設訪問、学校訪問、
子育て支援、各種団体との交流、意見交換などの活動にも取り組んでいます。

★☆　外国人住民の方へ　☆★
　２０１３年７月８日から、外国人住民の方についても「住基
ネット」の運用が開始され「住基カード」の交付を受けること
ができるようになりました。
　「住基ネット」の運用開始にあたって、手続きを行う必要はあ
りません。
　住民票コード通知票がご本人へ通知されますので、大切に保
管してください。

 問　町民生活課 戸籍住民係（内線２２７・３１２）

★☆　屋久島環境文化財団より
お知らせ　☆★

問　屋久島環境文化村センター（☎４２－２９００）

屋久島環境文化村センターは、

　７月から１０月までの期間
　　　　毎日、開館いたします！！



　

毒
蛇
で
あ
る
マ
ム
シ
は
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
幅
広
く
生
息

し
、
特
に
西
日
本
に
多
い
よ
う
で

す
。
特
徴
と
し
て
は
、
毒
蛇
特
有

の
三
角
形
に
近
い
頭
を
も
ち
、
ほ

か
の
蛇
に
比
べ
胴
回
り
が
太
め

で
、
体
長
は
45
㎝
か
ら
60
㎝
と
短

く
、
背
面
は
全
体
的
に
茶
色
っ
ぽ

く
銭
形
模
様
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
10
月
が
活
動
期
で
、

遭
遇
し
や
す
い
の
は
７
月
、
８

月
。
全
国
で
年
間
１
，
０
０
０

人
以
上
が
か
ま
れ
、
死
亡
率
は

１
％
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

被
害
を
届
け
る
義
務
が
な
い
た

め
、
正
確
に
は
把
握
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
む
し
に
か
ま
れ
な
い
た
め

の
主
な
対
策
と
し
て
は
、

①
長
靴
や
登
山
靴
を
は
く
。

②
軍
手
は
ダ
メ
、
ゴ
ム
手
袋
を
。

③
遭
遇
し
て
も
50
㎝
以
上
離
れ

　

て
い
れ
ば
、
飛
ん
で
こ
な
い
。

④
す
み
や
か
に
病
院
へ
。

　

町
内
で
は
、
次
の
医
療
機
関

に
乾
燥
ま
む
し
ウ
マ
抗
毒
素（
ま

む
し
血
清
）
が
常
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
ま
む
し
血
清 

常
備
医
療
機
関
】

□
栗
生
診
療
所

　

☎
４
８
︱
２
１
０
３ 

□
和
田
医
院

　

☎
４
２
︱
１
３
２
２

□
屋
久
島
徳
洲
会
病
院

　

☎
４
２
︱
２
２
０
０

□
永
田
へ
き
地
出
張
診
療
所

　

☎
４
５
︱
２
２
７
３ 

問　

介
護
衛
生
課　

衛
生
係

　

 （
内
線
３
１
９
、３
２
４
）
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や
く
し
ま
歌
壇

日
々
炎
暑
夾き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
の
花
咲
き
て

今
年
も
巡
る
原
爆
記
念
日　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

誕
生
日
を
覚
え
て
く
れ
ゐ
し
有
難
さ

曾ひ
ま
ご孫
の
声
の
優
し
く
は
ず
み
ぬ　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

一
人
寝
の
明
り
を
消
し
し
そ
の
窓
に

ポ
ー
ッ
ポ
ー
ッ
と
蛍
の
合
図
す　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

　
　紫

の
色
鮮
や
か
に
葛く

ず

の
花

髪
に
か
ざ
し
て
君
に
捧
げ
む　
　
　
　
　
　

兵　

頭　

千
恵
子

さ
庭
咲
く
あ
ぢ
さ
ゐ
の
色
七
変
化

思
ひ
そ
れ
ぞ
れ
重
ね
て
濡
る
る　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

は
じ
め
て
の
歌
会
終
へ
て
五
月
空

旅
人
の
よ
う
に
歌う

た
び
と人
の
よ
う
に　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

さ
は
や
か
に
頬
を
な
で
ゆ
く
夕
風
に

こ
の
幸
せ
を
願
い
た
る
吾　
　
　
　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

あ
こ
が
れ
て
来
ら
し
屋
久
島
ガ
イ
ド
の
帰
途

都
会
の
娘
ら
と
苺
分
け
あ
ふ　
　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

マ
ム
シ
に
ご
注
意

　いじめを苦に自殺を図った中学２年生の
絵美。
　ある日、お母さんといっしょに信州にあ
る戦没画学生慰霊美術館 ｢ 無言館 ｣ を訪れ
る。戦死した画学生たちの絵を目にして絵
美は…
　｢ 無言館 ｣ で実際にあった出来事をモデ
ルにして描かれた物語。

　幕末を疾風のごとく駆け抜けた革命児・
高杉春風、通称高杉晋作。詩と女を愛し、
日本の未来を正確に見据え、奇策を用いて
内外の敵を圧倒した男の短くも激しい生涯
を描いた歴史長編。

『いのち わたし、画学生さんのぶんまで生きる』

『春風伝』

窪島 誠一郎　作

葉室　麟　著

　　　図　　　書　　　名
夢幻花
等伯(上・下)
双頭の龍
海賊と呼ばれた男(上・下)
ソロモンの偽証(Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ)
くさい　くさい ！
月の満ちかけ絵本
ホネホネすいぞくかん
人類の歴史を変えた発明1001
はらぺこレシピ② 野菜あいうえお

　　　作　　 者
東野　圭吾
安部　龍太郎
石森　史郎
百田　尚樹
宮部　みゆき
和田　登
大枝　史郎・文
大西成明・写真　松田素子・文
ジャック・チャロナー・編
オレンジページ・編

親子読書会
  17日（木）、24日（木）
  10:30～、13:30～

（宮之浦図書室）



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

相
良
　
　

佑
た
す
く　

　
　
　
　
　
平
　
内

西
田
あ
す
な
　
　
　
　
　
尾
之
間

満
園
　
空く

う
が�

　
　
　
　
　
　
原

岩
川
　
明あ

か
ね音

　
　
　
　
　
尾
之
間

村
岡
　
稟り

ん
と斗

　
　
　
　
　
安
　
房

新
田
　
陽は

る
と杜

　
　
　
　
　
小
瀬
田

新
田
　
恭き

ょ
う
や也

　
　
　
　
　
小
瀬
田

神
宮
司
夢ゆ

ら羅
　
　
　
　
　
宮
之
浦

寺
田
　
梨り

ず珠
　
　
　
　
　
本
　
村

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
日
髙
　
悟
楼  

（
吉
　
　
　
田
）

　
川
畑
　
徳
子  

（
兵
　
庫
　
県
）

　
小
松
　
慎
司  

（
静
　
岡
　
県
）

　
北
川
友
紀
子  

（
岐
　
阜
　
県
）

　
杉
浦
　
充
彦  

（
愛
　
知
　
県
）

　
伊
藤
亜
矢
加  

（
愛
　
知
　
県
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

岩
川
　
豊
治
　
八
七
歳
　
栗
　
生

渡
邊
　
フ
サ
　
八
四
歳
　
中
　
間

楯
　
　
陽
子
　
六
〇
歳
　
尾
之
間

大
脇
　
鶴
雄
　
八
〇
歳
　
春
　
牧

朝
山
　
　
翔
　
二
三
歳
　
安
　
房

大
江
イ
ソ
エ
　
八
七
歳
　
安
　
房

大
江
　
憲
光
　
八
五
歳
　
安
　
房

日
髙
　
正
則
　
八
一
歳
　
吉
　
田

渡
邉
小
夜
子
　
八
〇
歳
　
永
　
田

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（
　
）
は
故
人
。

▼
栗
生
の
岩
川
良
子
さ
ん

（
夫
、
豊
治
さ
ん
死
去
）

▼
中
間
の
渡
邊
幸
次
さ
ん

（
妻
、
フ
サ
さ
ん
死
去
）

▼
尾
之
間
の
楯
篤
雄
さ
ん

（
妻
、
陽
子
さ
ん
死
去
）

▼
春
牧
の
大
脇
節
子
さ
ん

（
夫
、
鶴
雄
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
大
江
和
富
さ
ん

（
父
、
憲
光
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
大
江
和
富
さ
ん

（
母
、
イ
ソ
エ
さ
ん
死
去
）

▼
吉
田
の
日
髙
正
藏
さ
ん

（
父
、
正
則
さ
ん
死
去
）

▼
宮
城
県
の
阿
部
勇
雄
さ
ん

（
兄
、
忠
一
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

五
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

洋
　
二

恵
　
美

勝
　
郎

智
　
香

　
秀
　

裕
　
美

政
次
郎

佐
　
代

　
翔
　

今
日
子

一
　
樹

仁
　
奈

真
　
人

彩
　
佳

　
徹
　

な
な
み

正
　
洋

美
紗
子

栗生診療所の日程
TEL 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　7月11日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　 25日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　8月8日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
TEL 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　17月29日（月）午後
　10月30日（火）午前
　18月15日（月）午後
　10月16日（火）午前
　10月26日（月）午後
　10月27日（火）午前
眼科（予約制）
　17月17日（水）午後
　10月18日（木）終日
　10月19日（金）午前
　18月21日（水）午後
　10月22日（木）終日
　10月23日（金）午前

〜夏期における山岳遭難の防止について〜
　昨年、県内では 17 件の山岳遭難事故が発生しています。そのうち、11
件が屋久島山系での山岳事故で、６人が負傷しています。

　夏山登山シーズン中、登山を行う際は、
数日前から天気図や天気予報に目を通し、
荒天が予想される場合は、

　　登山の中止や撤退
　を決断することが、最も重要です。

　山岳遭難を防ぎ、楽しい登山を行うために、次の点に注意してください。
○　登山届を提出しましょう
○　自分の体力・経験・技術に応じた余裕のある計画を立てましょう
○　単独登山は自粛しましょう
○　懐中電灯、雨具、防寒着、非常食等を携行しましょう

　また、山岳事故をなくすため「無
理な登山をしないよう」登山者への
声かけをお願いします。

　　　　問 屋久島警察署地域課
　 　　　　☎ 46-2110（内線 290）



8/5 8/108/4

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 7　8

町民カレンダー

7/15

7/22

7/29

7/8
月

宮保セ開放（9:30
～11:30）

7/16

7/23

宮保セ開放（9:30
～11:30）

7/30

7/9
火

7/17

親子読書会（宮之浦
図書室 10:30～，
13:30～）

宮保セ開放（9:30～
11:30）町小学校水泳
記録会（安房小9:30
～）「事業拡大・経営
改革セミナー」（町雇
用創造協）　子どもと
いっしょに読書の日

尾之間祇園まつり
（尾之間温泉17:30
～祭事 18:00～棒
踊り奉納 18:30～
JA前）

7/24

「マーケティングセ
ミナー」（町雇用創
造協）

7/31

7/10
水

親子読書会（宮之浦
図書室 10:30～，
13:30～）

八幡幼稚園終業式
地域資源再開発セミナー②
（町雇用創造協議会）
「夏休みクラフト体験」
（屋久杉自然館15:00～）
第23回参議院議員通常選
挙繰上げ投票日（口永良部
島）

小中学校出校日
「夏休みクラフト体験」
（屋久杉自然館15:00～）
日田市（前津江）交流
日本列島《島いとこ》中学
生交換ホームステイ（青森
市生徒来町～5日）
あいさつの日

小・中・高等学校終
業式

海の日
益救神社六月燈（川
向江神社17:30～ 
18:30～益救神社 
19:00灯籠火入れ）

「町報やくしま7月
号」発行日
海水浴場開き（一湊
海水浴場9:30～）

里のガイドセミナー
（町雇用創造協議会）
「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
15:00～）
人権相談所（10:00
～15:00尾支所）

7/18

「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
15:00～）

「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
15:00～）

7/25
お話会（尾之間図書
室10:30～）
木質バイオマス利活
用セミナー（町雇用
創造協議会）

日田市との子ども会
交流会

8/1

7/11
木

7/19

7/26

8/2

人権相談所（10:00
～15:00宮総セ）
地域資源再開発セミ
ナー①（町雇用創造
協議会）

7/12
金

7/20

7/27

8/3

7/13
土

海開き（栗生浜10:00～・
春田浜海水浴場11:30～）
第12回平内海中温泉祭り
（平内生活館広場18:00
～）平内民具倉庫公開（～
14日 9:00～17:00）
「食の魅せ方セミナー」（町
雇用創造協議会）第23回
参議院議員通常選挙期日前
投票開始（尾中公）

第18回尾之間温泉ま
つり（自然休養村管理
センター17:15～パレ
ード（あゆみの森幼稚
園前から管理センタ
ー））
「館長の植物教室」
（屋久杉自然館14:00
～14:50）

平内民具倉庫公開
（～11日 9:00～
17:00）

第32回屋久島ご神
山まつり（宮之浦新
港広場18 : 0 0～
22:00 ～4日）

第10回一湊浜まつり（9:00
～14:00 一湊漁協）「夏休
みクラフト体験」（屋久杉自然
館10:00～・15:00～）第
54回県体熊毛地区大会（屋
久島開催 10:30～卓球（宮
体）、10:30～弓道・11:00
～ソフトテニス・12:00～陸
上（健康の森公園））久本寺
六月燈（19:30～）

第23回参議院議員
通常選挙投票日
「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
10:30～・15:00
～）
家庭の日

町内一斉美化活動
（各集落）
「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
10:30～・15:00
～）

第32回屋久島ご神
山まつり・ねぶた運
行（宮之浦新港広場
18:00～22:00）
「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
10:30～・15:00～）

7/14

7/21

7/28

7/7
日

宮保セ開放（9:30
～11:30）
屋久島町子どもの旅
「菊陽町訪問」（～
9日）

8/6 8/7 8/8
「町報やくしま8月
号」発行日

8/9

如竹祭り六月灯
（18:00～如竹廊
周辺）
青少年育成の日

町文化財探訪Ⅰ（南部
天然記念物巡り・中世
山城跡巡り12:30～）
固定資産税（第2期）、
国民健康保険税（第2期）、
後期高齢者医療保険料
（第2期）納期限

芸能祭にて芸能祭にて 中体連総合大会にて中体連総合大会にて

中体連にて中体連にて 吉田運動会にて吉田運動会にて

平成25年6月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,131

951
 284
183
285
478
792
196
650
222
238
521

13,583
− 7

世帯数
573
453
141
90

158
217
419
85

323
129
124
289

6,871
− 6

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
136
12

523
199
765
366

3,227
450
101
455
388
155
290
585

世帯数
75
9

273
104
412
189

1,569
225
51

239
205
79

165
275

●人の動き●●編集後記●
　春の叙勲・褒章を受けられた方々に
お話をうかがいました。
　町内では、この春お三方。昨秋、お
三方、この３年間に17名の方々を紙
面でご紹介しています。
　それぞれの職務に携わられてきた想
い、幾多のエピソードは語り尽きず、
醸し出される落ち着きと、対照的に皇
居で天皇陛下にお祝いのお言葉を頂い
た時のお話をされる、高揚されたお顔
は若々しく、とても古希を迎えられた
とは思えないバイタリティを感じま
す。
　皆さんに共通されるのは、当時一緒
に仕事に携わったり身近におられた
方々への感謝の気持ち。
　このような話を直接聴くことがきる
広報という仕事に感謝。　　　（ヒロ）

町
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5
年
7
月
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http://www.yakushima-town.jp/
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